
2017年度第 5回 火山学会理事会 議事録  

 

開催日時および開催場所  

2017年 11月 16日 8時 55分～16日 8時 39分   

メール審議 

 

出席者：井口正人，篠原宏志, 山里 平，市原美恵，上田英樹，大倉敬宏，大野希一，下司信夫，嶋

野岳人，東宮昭彦，西村太志，橋本武志，萬年一剛，三浦大助，吉本充宏 

 

議案 1 

各賞委員会より，日本火山学会秋季大会の学生発表賞審査の再検討結果とそれに基づく表彰候補者

（資料 1）が提案され、賛成多数で提案の通り承認された． 

 

 

議案２ 2018年度役員選挙実施案 

現理事の任期満了に伴う 2018年度役員選挙の実施案について、庶務委員会から資料 2の通り提案が

あり、賛成多数で提案の通り承認された． 

 

 

以上，この議事録が正確であることを証します． 

 

   2017年 11月 17日 

   議長         井口正人  

   議事録署名人 山里 平・篠原宏志 



 

資料１ 

2017年日本火山学会秋季大会学生優秀発表賞候補者案 

 

○口頭発表受賞者 

B2-01 大野 鷹士: 火山噴煙中の二酸化炭素のδ18O・水素分子のδD 測定による噴気温度および火

山ガス由来の水のδD・δ18O推定の試み 

B3-08 菅野 拓矢: 富士火山, 2500年前の S-18サブプリニー式噴火のプレ噴火プロセス 

B2-13 杉村 俊輔: 

2015年 6月の臨時観測によるストロンボリ火山の噴火地震のメカニズム推定 

○ポスター発表 

P088 藤原 寛: 

14万年前以降の白山火山群の形成史 

P114 大橋 正俊:膨張と合体を考慮した気泡サイズ分布時間発展の数学的な取り扱い 

 

補足説明 

○今回の選考方法 

1．エクセルシートの入力ミスを訂正し、平均点、最小最大を除いた平均値、審査件数をもとに、各

賞選考委員会委員で検討した。 

2．上記の項目をもとに、口頭発表及びポスター発表からそれぞれ上位 3件を選んだ。  

3．すべての項目で最上位となった B3-08および P088は受賞候補とした。 

4．残りの口頭 2件、ポスター2件の差をどう評価するかは、審査員の間で意見が分かれた。 

5．そこで、残り 4件については、過半数を得た発表を受賞候補者とすることとして、審査委員 7名

で投票を行ない、上位を占めた口頭 2件、ポスター1件を受賞候補に追加し、合計で口頭 3件、ポス

ター2件を受賞候補として推薦することとなった． 

 

○前回提案した際の選考方法との差異について 

・今大会の審査では、審査件数が少ないものは受賞対象からはずす、という申し合わせをしていた。

しかし、本賞の審査は始まったばかりで、また、審査方法もはじめて適用するため、審査件数の下限

は明示すると却って審査の妨げになる可能性があると判断し、あえて定量的に基準を設けなかった。 

・今回修正した採点結果では、口頭発表、ポスター発表ともに審査項目をもとに評価をおこなったが、

各項目の重視の仕方について審査員の判断にもばらつきがあったため、投票とした。 

 

 



 

資料２  

 

2018年度役員選挙実施案 

 

特定非営利活動法人日本火山学会理事の任期満了（２０１８年６月３０日）に伴う２０１８年度選挙

を以下の要領で実施する． 

  

記 

１．選出理事数      １５名 

２．立候補届の締切日   ２０１８年２月１５日 （１７時） 

３．投票締切日      ２０１８年３月１５日 

４．選挙管理委員長名   棚田 俊收 会員 

５．選出される理事の任期 ２０１８年７月１日より２０２０年６月３０日まで 

  


